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こころを つなぐ まちづくり

第
８
回 

国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　
　

 

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」応
募
作
品

　
朝
６
時
、
朝
の
早
朝
散
歩
に
出
か
け
る
た
め
、
家
を
出
る
と
一
気
に
冷
気

が
身
を
包
み
、
心
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
家
の
裏
に
出
て
、

富
来
の
平
野
を
見
渡
し
ま
す
と
、
よ
う
や
く
朝
日
が
東
の
地
平
線
を
離
れ
よ

う
と
し
て
お
り
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
が
富
来
川
の
両
側
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
本
当
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
な
の
で
す
が
、
今
年
は
い
つ
も
と

違
っ
て
見
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
昨
年
は
米
価
が
安
か
っ
た
か
ら
で
す
。
安
す

ぎ
る
と
言
っ
た
方
が
良
い
く
ら
い
で
す
。
稲
作
農
家
に
と
っ
て
は
本
当
に
厳

し
い
年
の
瀬
に
な
り
ま
し
た
。
心
が
痛
み
ま
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
の
ど
か
な
風
景
も
寒
々
と
し
た
風
景
に
見
え
て
き

ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
国
東
市
の
よ
う
に
谷
と
丘
が

交
互
に
連
な
る
地
形
で
平
野
の
狭
い
地
域
で
は
、
水
田
型
農
業
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
難
し
い
問
題
で
す
。

　
農
業
法
人
の
合
併
を
繰
り
返
し
て
規
模
拡
大
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
小

ね
ぎ
や
ト
マ
ト
の
よ
う
な
園
芸
作
物
に
切
り
替
え
る
の
か
、
米
の
加
工
に
取

り
組
む
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
は
勇
気
あ
る
決
断
を
迫
ら
れ
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　
国
東
市
と
し
て
も
早
急
に
、
水
田
農
業
の
将
来
を
県
や
農
家
や
Ｊ
Ａ
の
幹

部
の
人
達
と
良
く
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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12
月
６
日
㈯
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
武
蔵
部
会
で
は

地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
め
ざ
し
て
、「
心
を
つ

な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、『
第
13
回
国

東
市
武
蔵
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
武
蔵
セ
ン
ト

ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
行
事
の
後
、小
・

中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
朗
読
、
英
語
弁
論
、
内
田

区
の
発
表
、
社
会
福
祉
法
人
「
秀
渓
会
」
の
発
表
、
続

い
て
学
習
発
表
会
に
入
り
、
武
蔵
中
学
校
、
む
さ
し
こ

ど
も
園
と
武
渓
保
育
所
の
合

同
発
表
、
武
蔵
東
小
学
校
、

コ
ー
ロ
・
ア
ザ
レ
ア（
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
）、
武
蔵
西

小
学
校
が
発
表
し
人
権
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
回
は
秀
渓

会
と
内
田
区
の
発
表
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
武
蔵
町
に
あ
る
秀
渓
会
は
「
と
も
に
生
き
る
」
を
経

営
理
念
と
し
、
六
つ
の
事
業
で
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
就
労
支
援
事
業
『
秀
渓
園
』

⑵
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ぽ
け
っ
と
』

⑶
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
『
タ
イ
レ
シ
』

⑷
通
所
支
援
事
業
『
い
き
い
き
っ
子
ク
ラ
ブ
』

⑸
共
同
生
活
援
助
事
業
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
・

島
ホ
ー
ム
』

⑹
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
『
秀
渓
園
』

　

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
障
が
い
が
あ
る

方
々
に
就
労
支
援
だ
け
で
な

く
生
活
全
般
に
渡
り
、
家
族

ま
で
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
を
き
め
細
か
く

行
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理

解
で
き
ま
し
た
。

　

働
く
姿
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
姿
、
児
童

と
の
交
流
（
田
植
え
、
運
動

会
へ
の
参
加
等
）
や
地
域
と

の
交
流
（
秀
渓
祭
り
、
隣
保
館
祭
り
等
）
等
々
で
、
画

面
に
映
し
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
情
は
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
し
た
。
触
れ
合
う
こ
と
で
互
い
に
理
解
が
深
ま

り
、
地
域
社
会
で
「
と
も
に
生
き
る
」
姿
で
し
た
。

　
■
内
田
区
の
公
民
館
活
動
（
人
権
ふ
れ
あ
い
行
事
）

　

内
田
区
に
は
九
つ
の
団
体
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
つ

の
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

①
日
の
出
会…

65
歳
以
上
の
会
、
料
理
の
勉
強
、
野
菜

作
り
、
健
康
づ
く
り
の
話
を
聴
い
た
り
と
、
楽
し
み

な
が
ら
も
自
分
た
ち
を
高
め
る
サ
ー
ク
ル
。

②
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会…

毎
月
２
回
公
民
館
で
、
飲
み

物
・
食
べ
物
を
各
自
で
持
ち
寄
り
、
和
気
あ
い
あ
い

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
。

③
内
田
太
鼓
保
存
会…
『
龍
神
物
語
』
と
い
う
太
鼓

劇
・
年
間
６
〜
７
回
の
演
奏
活
動
。

④
龍
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト…

龍
神
様
と
龍
神
海
岸
を
中
心

に
地
域
お
こ
し
を
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
龍
神
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
、
龍
神
句
会
＆
野
点
の
会
、
大
晦
日

の
龍
神
竹
明
か
り
、
国
道
沿
い
の
花
壇
の
管
理
、
龍

神
海
岸
の
草
刈
り
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。

　

皆
さ
ん
の
地
区
で
も
、
発
起
人
が
区
の
役
員
か
区
民

か
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
活
動
の
中
に
は
「
集
っ
て
き
た
人

全
員
が
安
寧
に
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
」
配
慮
が
働
き
、
そ
の
配
慮
が
人
権
の
大

事
な
一
つ
の
視
点
で
、
「
人
権
を
行
動
す
る
」
そ
の
も

の
と
い
え
ま
す
。

　

「
集
う
と
こ
ろ
に
人
権
あ
り
」
で
す
。

（
文
責　

武
蔵
分
室　

髙
井
）

九
十
を
こ
え 

友
押
し
車 

今
日
も
見
え

　
　
　
　
　
　
　
安
岐
町　

増　

田　

ミ
ヤ
子

い
つ
ま
で
も 

心
の
友
で 

あ
り
た
い
ね

　
　
　
　
　
　
　
国
東
町　

吉　

武　

祥　

宏

日時 ２月７日（土）
　　 午前９時30分～12時
場所 国見生涯学習センター
　　 みんなんかん
内容 人権作文朗読、人権講演会
　　 作品展示など

武
蔵
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

⑹
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
『
秀
渓
園
』

　

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
障
が
い
が
あ
る

方
々
に
就
労
支
援
だ
け
で
な

く
生
活
全
般
に
渡
り
、
家
族

ま
で
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
に

武
蔵
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

心
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

国見町
人権フェスティバル
　国東市では、毎年12月から３月初旬まで
の間、町ごとに「人権フェスティバル」を
開催しています。ぜひご参加ください。

　

国
東
市
が
発
注
す
る
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等

に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

た
だ
し
、
昨
年
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
方
は
今
回
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間

《
県
内
建
設
業
者
》

　

１
月
５
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

《
県
外
建
設
業
者
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
27
日
㈮

　
　

※

物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
は
、
随
時
受
付
も
可
能
で
す
。

　資
格
有
効
期
間

《
県
内
・
県
外
建
設
業
者
》

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

《
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

【
提
出
・
問
合
先
】

　

契
約
検
査
課　

☎
０
９
７
８‐

72‐

１
１
１
１
（
内
線 

２
２
２
・
２
２
３
）

平
成
27
年
度

　

国
東
市
が
発
注
す
る
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等

に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書

平平
成成
27
年
度
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の

受
付
を
行
い
ま
す

問合先 教育委員会 国見分室 ☎ 0978-82-1115
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